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表1 川∨感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染経路別、年齢別、感染地域別報告数  
診断区分  日本国籍  外国国籍   合 計   

男  女  計  男  女  計   男  女  計   
項目  区分  今回 崩壇7今回 一筋垣7今回 菰野 今回 ノ菰野今回 原野今回 甜  今回 甜今回 j抗野今回 甜   

HIV感染者合計  237ノ～汐  8 ノノ 245．2ββ 14 ノ711ノク 25．27  2512β∂ 19 ∠，ノ 270∠ワ7   

感染経路 異性間の性的接触  40 Jβ  7 β 47 孝吉  2 ♂  5 タ  7 ノタ  42 4タ 12 ノ∂ 54 ∂β   

同性間の性的接触＊1 175／ユタ  0 β175ノエア  7 β  0 （フ  7 タ  182ノ4／  0 （フ182ノ尋ノ   

静注薬物濫用  0 ／ 0 β  0 ノ  0 （7  0 （フ  0 （フ   0  ノ  0 （フ  0ノ ノ   

母子感染  0 （フ  0 （フ  0 （フ  0 β  0 β  0 （フ   0  ♂  0 （フ  0 （フ   

その他＊2  2 J O ／ 2 ∂  0 ♂ 1（7 1（フ   2  タ 1 ノ  3  ∂   
不明  20 ／2 1 〃 21 ノβ  5 2  5 ／10 j’  25 ノ♂  6  5■ 31 ノタ   

年齢   10歳未満  0 （フ  0 （フ  0 ♂  0 β  0 ♂  0 ク   0  ♂  0  β  0 （フ   

10～19  1 ／  0 ／ 1 2  0  β  0 ク  0 （フ   1 ノ  0  ノ 1 2’   

20～29  72 4ブ  3  〃 75 47  3  2  5  イ  8  β  75 4J  8  占） 83 よヲ   

30～39  111 β♂  3  プ114 ∂汐  5  β  4  β  9 ノノ  116 タぜ  7  ∂123ノββ   

40～49  31Jβ 1 （7 32 j’β  4  β■  2 2  6  β  35 ♂夏  3 ．2 38 4∂   

50歳以上  22 －2／ 1 ∫ 23 2ダ  2 ／ 0 ／ 2 ∠〉  24 22 1 尋 25 ∠）∂   
不明  0 （フ  0 ♂  0 （フ  0 （フ  0 ク  0  ♂   0 （フ  0  β  0  β   

感染地域 国内  228／7フ  7 7 235ノ♂β 10 〃  7 プ 17 ノぜ  238ノβぎ 14 ノβ 252ノタ尋   

さ毎外  6 β  0 こ7  6 ノノ  4 β  4 グ  8 ノ2  10 ノ♂  4  タ 14 ∠〉3   

不明  3 β 1 ／ 4  タ  0 （フ  0 ／ 0  ノ   3  ♂ 1 ∠） 4 ノβ  

AIDS患者合計  92 β〃 5 〃 97 甜 11 β 2 〃13 ノβ  103 スヲ  7  ∂〉110 ♂ノ   
感染経路 異性間の性的接触  30／J 2 〃 32 ノタ  5 こ7 1 プ  6 ∂  35 ノ♂  3  7 38 2タ   

同性間の性的接触＊1   43 2タ  0 （フ 43．2J   2 （フ  0 （フ  2 ク  45‘ブタ  0 （フ 45 2’ぎ   

静注薬物濫用  1 ♂  0 β 1 ク   1（フ  0 ク 1 ♂   2 （フ  0 （フ  2  β   

母子感染  0 ♂  0 ♂  0 （フ  0 （7  0 （フ  0 β   0 （フ  0  β  0  β   

その他＊2  2 J 2 （フ  4 5‘   0 プ  0 （7  0 j’   2  ∂’ 2 （フ  4  ∂〉   

不明  16 ／β 1（フ 17 ノタ  3  こ7 1 ／ 4  尋  19 ∠2  2  ノ 21．アブ   

年齢   10歳未満  0 （フ  0 （フ  0 （フ  0 ♂  0 β  0 （フ   0 （フ  0  ♂  0  ♂   

10～19  0  ♂  0 （7  0  ♂  0  ♂  0  β  0 （フ   0 （フ  0 （フ  0  β   

20～29  7  β■  0 ／  7  7  0 J  O ／  0  4   7  夕  0  2  7 ノノ   

30～39  30 2β  0 ク 30‘乙2  5 J， 0 2  5 J  35 ∠，J  O  尋 35 ∠27   

40～49  23 ／〃 1 ／ 24 〟  5  2  2 ／  7  j’  28 ノ∂  3 ．2 31 ノ♂   

50歳以上  32J，4  4 （フ・36 24   1 ／ 0 （フ 1 ノ  33 2タ  4 （フ 37 2J   
不明  0 （フ  0 （7  0 （フ  0 ク  0 ♂  0  β   0 （フ  0  ♂  0  β   

感染地域 国内  77 ガ  4 ∫ 81よク  4 ク  2 ∫  6 5’  81 甜  6  β 87 ∂4   
…毎外  9 j， 1 ／10 4  6 J O ／ 6 ∂  15  ∂’ 1．2 16 ノβ   

不明  6  タ  0  ♂  6 J   I J〉  0 （フ 1 ∠）   7  7  0  β  7  7   
＊1両性間性的接触を含む。   
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＊2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。  



表2 平成19年「7月1日現在の州∨感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染経路別報告数の累計＊1  

診断区分  感染経路  日本国籍  外国国籍   合計   

男  女  計    男  女  計   男  女   計   

HIV感染者合計  6，092 603 6β95  8891，257 2，146  6，9811．860 8，841   

異性間の性的接触  t，586 492 2，078  304 7281，032  1，890 1，220 3，110   

同性間の性的接触＊1 3β02   13，803  247   0 247  4，049  1 4，050   
静注薬物濫用  19   

1   20  20  2   22   39  3  42   

母子感染  13  8   21  4  7   11   17  15  32   

その他＊2  113   30 143  28  18   46   141  48  189   

不明  559  71 630  286  502  788   845  573 1，418  

AIDS患者合計＊3  3，080 228 3，308  635 298 933  3，715  526 4，241   

異性間の性的接触   1，240 1481，388  219 156  375  1．459  304 1，763   

同性間の性的接触＊11，123   11，124  92   2   94  1，215  3 1，218   
静注薬物濫用  12  2   14  19  0   19   31  2  33   
母子感染  9  3   12  1   4  5   10  7   17   

その他＊2  79  15   94  19  9   28   98  24  122   

不明  617  59  676  285 127  412   902  186 1，088  

凝固因子製剤による感染者＊4   1，420  181，438   1，420   18 1，438   

＊1両性問性的接触を含む。  
＊2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。  
＊3 平成‖年3月31日までの病状変化によるAIDS患者報告数154件を含む。  
＊4「血液凝固異常症全国調査」による2006年5月31日現在の凝固因子製剤による感染者数  

※死亡者報告数  

感染症法施行後の任意報告数（平成11年4月1日～平成19年3月31日） 感染症法施行後の任意報告数（平成‖年4月＝］～平成19年3月3＝∃） 228名  

エイズ予防法＊5に基づく法定報告数（平成元年2月17日～平成11年3月3＝∃）  596名  

凝固因子製剤による感染者の累積死亡者数＊6   

＊5 エイズ予防法第5条に基づき、血液凝固因子製剤による感染者を除く。  
＊6「血液凝固異常症全国調査」による2006年5月31日現在の報告数  

606名   



表3 川＼／感染者及びAIDS患者の都道府県別累積報告状況  

－」一－         ご        －   －－      一て二・＝て＝  丁 二＝ニー： 「 ・－  

HIV感染者  

ブロック名都道府県名  今回  ノ好好  累 計  

AIDS患者  

今回  甜  累  

北海道  1北海道  4 （3）  2  92（ 1．0 ％）  3 （2）   ／  73（  

0 （0）  

2 （2）  

2 （1）  

2 （0）  

1 （0）  

1 （1）  

（フ  15（  ）
 
）
 
）
 
）
 
）
 
）
 
 

％
 
％
 
％
 
％
 
％
 
％
 
 

東北  2 青森県  

3 岩手県  

4 宮城県  

5 秋田県  

6 山形県  

7 福島県  

0 （0）  

0 （0）  

1 （0）  

2 （1）  

1 （1）  

2 （1）  

／  26（ 0．3 ％）  

7  14（ 0．2 ％）  

β  63（ 0．7 ％）  

β  14（ 0．2 ％）  

β  12（ 0．1％）  

／  37（  0．4 ％）  

β  18（ 0  
β  34（ 0．8  

2  14（ 0．3  

／ 17（ 0  
♂  28（  

ブロック計  6 （3）  ♂ 166（ 1．9 ％）  8 （4）  β 126（  

0 （0）  

2 （1）  

4 （4）  

4 （3）  

3 （5）  

20 （17）  

9 （8）  

0 （0）  

2 （2）  

4  （3）  

g  248（  関乗・甲信越 8 茨城県  

9 栃木県  

10 群馬県  

‖ 埼玉県  

12 千葉県  

13 東京都  

14 神奈川県  

15 新潟県  

16 山梨県  

17 長野県   

3 （6）   

6 （2）   

2 （1）   

4 （10）   

5 （8）  

106 （68）  

13 （15）  

／ 416（  4．7 ％）  

2 164（ 1．9 ％）  

イ 109（ 1．2 ％）  

イ  278（ 3．1％）  

7  474（ 5．4 ％）  

〃 3，386（ 38．3 ％）  

2 120（ 2．8  

／  89（ 2．1％）  

／ 224（ 5．3 ％）  

J 318（ 7．5 ％）  

／β1，223（ 28．8 ％）  

タ  354（ 8．3 ％）  

／  33（ 0．8 ％）  

β  36（ 0．8 ％）  

♂ 147（ 3．5 ％）  

Z2  675（ 7．6  ％
 
％
 
％
 
 

0 （0）  β   57  

0 （0）  β   81  

6
 
9
 
 

〇
．
〇
．
 
 

3 （3）  ／ 240（ 2．7 ％）  

ブロック計  142（113）  7／J 5．880（ 66．5 ％）  48 （43）   ∬ 2，792（ 65．8 ％）  

北陸  柑 富山県  0 （0）  β  19（ 0．2 ％）  0 （0）  β  17（ 0．4 ％）  

19 石川県  2 （2）  β  27（ 0．3 ％）  0 （0）  2  11（ 0．3 ％）  

20 福井県  0 （0）  2  27（ 0．3 ％）  1 （1）   ／ 14（ 0．3 ％）  

ブロック計  2 （2）  2  73（ 0．8 ％）  1 （1）  ∫  42（ 1．0 ％）  

0．6 ％）  2 （3）  

2．5 ％）  6 （4）  

5．4 ％）  13 （10）  

β  45（ 1．1％）  

〃 120（ 2．8 ％）  

J 195（ 4．6 ％）  

東海  21岐鼻県  

22 静岡県  

23 愛知県  

24 三重県  

3 （3）  2  49（  

6 （7）  β  223（  

32 （30）   ブタ  481（  

2 （3）  2   90（  1．0 ％）  1 （2）   ／  52（ 1．2 ％）  

ブロック計  43 （43）   ∫J 843（ 9．5 ％）  22 （19）   ／β  412（ 9．7 ％）  

β  26（ 0．6 ％）  

J  57（ 1．3 ％）  

7  257（ 6．1％）  

2  92（ 2．2 ％）  

β  31（ 0．7 ％）  

∫  28（ 0．7 ％）  

近畿  25 滋賀県  

26 京都府  

27 大阪府  

28 兵庫県  

29 奈良県  

30 和歌山県  

2  （2）  

1 （1）  

34 （19）  

4 （5）  

3 （2）  

0 （0）  

∫  37（ 0．4 ％）  

∫ 119（ 1．3 ％）  

∫7  869（ 9．8 ％）  

2 150（ 1．7 ％）  

2  50（ 0．6 ％）  

β  22（  0．2 ％）  

1 （1）  

1 （0）  

11 （11）  

2  （2）  

1 （0）  

0 （0）  

ブロック計  44 （29）   イ71，247（14．1％）  16 （14）   ／7  491（11．6 ％）  

β  4（ 0．1％）  

β  3（ 0．1％）  

／  25（ 0．6 ％）  

／  28（ 0．7 ％）  

β  8（ 0．2 ％）  

β  7（ 0．2 ％）  

β  15（ 0．4 ％）  

♂  24（ 0．6 ％）  

／  9（ 0．2 ％）  

中国・四国  31鳥取県  0 （0）  β  6（ 0．1％）  0 （0）  

0 （0）  

0  （0）  

1 （1）  

0 （0）  

0 （0）  

1 （1）  

2  （2）  

0  （0）  

32 島根県  

33 岡山県  

34 広島県  

35 山口県  

36 徳島県  

37 香川県  

38 愛媛県  

39 高知県  

0 （0）  β  9（ 0．1％）  

1 （1）  2  31（ 0．4 ％）  

3 （1）  2  71（ 0．8 ％）  

1 （1）  ／  20（ 0．2 ％）  

0 （0）  β  6（ 0．1  ％
 
％
 
％
 
％
 
 

1 （り  ／ 18  

2 （1）  β  39  

2
 
4
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
 l （1）  β  17（  

ブロック計  9 （6）  β  217（ 2．5 ％）  4 （4）  J 123（ 2．9 ％）  

九州■沖縄  40 福岡県  

41佐賀県  

42 長崎県  

43 熊本県  

44 大分県  

45 宮崎県  

46 鹿児島県  

47 沖縄県  

♂  70（ 1．7 ％）  

β  3（ 0．1％）  

♂  12（ 0．3 ％）  

7  16（ 0．4 ％）  

β  9（ 0．2 ％）  

β  11（ 0．3 ％）  

／ 19（ 0．4 ％）  

．ブ  42（ 1．0 9も）  

7 （6）  イ 143（ 1．6 ％）  

0 （0）  β  4（  0．0 ％）  

1 （0）  7  18（ 0．2 ％）  

0 （0）  J  31（ 0．4 ％）  

0 （0）  β  13（ 0．1％）  

2 （3）  β  15（ 0．2 ％）  

1 （0）  7   27（ 0．3 射  

9 （8）  J  72（ 0，8 ％）  

6 （6）  

0 （0）  

1 （1）  

0 （0）  

0  （0）  

1 （1）  

0  （0）  

0 （0）  

∫ 182（ 4．3 ％）  

β7 4．241（100．0 ％）   

ブロック計  20 （17）  7∠タ  323（ 3．7 ％）  8 （8）  

Z27 8．841（100．0 ％）  110 （95）  合計  270（216）  

※（）：最近数年間の主な居住地   



患者・感染者病変報告情報  
〔平成19年4月1日～6月30日〕   

1性別病変数   

－‾  キャリア等→AIDS  

2 性別病変数（累計）   

1－1キャリア等一→AIDS  

1－2 生存→死亡  
ト■｝  1－2 生存一→死亡  



粛窟麻屏風欝厳密靡靂緻密蒼顔歴  任意報告分  
（平成19年6月末現在）   

ブロック別  

都道府県名   報告件数   構成割合  報告件数   構成割合  

（件）   （％）   （件）   （％）   

1北 海 道   5   1．6   5   1．6   

2青 森 県   0．3   

3岩 手 県   2  （1）   0．6   

4宮 城 県   3   東北  

5秋 田 県   0．3   

6山 形 県   2   0．6   

7福 島 県   4  （1）   1．3   13   4．1  

8茨 城 県   10   3．2   

9栃 木 県   4   1．3   

10群 馬 県   3．5   

11埼 玉 県   8   2．5   

12干 葉 県   13   関東・甲信越  

13東 京 都   89  （3）   28．1   

14神奈川県   15   4．7   

15新 潟 県   8  （1）   2．5   

16山 梨 県   0．3   

17長 野 県   10   3．2   169   53．3  

18富 山 県   4   1．3   

19石 川 県   北陸  

20福 井 県   0   0．0   5   1．6  

21岐 阜 県   0   0．0   

22静 岡 県   23   東海   

23愛 知 県   13   4．1   

24三 重 県   0   0．0   36   11．4  

25滋 賀 県   0   0．0   

26京 都 府   3   0．9   

27大 阪府   36  （6）   11．4   

28兵 庫 県   5   近畿   

29奈 良 県   3   0．9   

30和歌山県   0   0．0   47   14．8  

31鳥 取 県   0  0．0   

32島 根 県  0  0.0 

33岡 山 県   6   1．9   

34広 島．県   16   5．0   

35山 口 県   1   中国・四国   

36徳 島 県   2   0．6   

37香 川 県   5   1．6   

38愛 媛 県   0   0．0   

39高 知 県   2   0．6   32   10．1  

40福 岡 県   5   1．6   

41佐 賀 県   0．3   

42長 崎 県   0   0．0   

43熊 本 県   九州・沖縄  

44大 分 県  0   0．0   

45宮 崎 県   0■   0．0   

46鹿児島県   0   0．0   

47沖 縄 県   3   10   3．2  
計   317〔0〕 （12）   100．0   317   100．0   

（）内は今回報告件数（平成18年10月1日～12月末までの報告分）  
での報告漏れ件数（いずれも内数）である。  

賢  
し  

〔〕内は前回ま   



保健所等におけるH f V抗体検査件数  

（単位 件）   

三成11年  平成1：：牛  さド成13年  平成14年  ．平成15年  平成16年  平成17年   平成18年  平成19年   

笥1Pこ］半期  

年間  年満了  年間  年間  年間  年間  年間  年間   1月へ3f」  7日（－9月  

L441  1，530  1，729  1，429  1，557  1，796  2，20∠1  2，599  548  600  632  819  680   887   

262  227  3J13  199  225  232  363  442  128   93  113  108  】33   1‖   

286  290  378  291  263  329  490  609  134  133  ］06  236  168   154   

671  683  758  590  794  918  926  1，146  23‘1  210  330  372  393   352   

150  169  235  176  204  334  488  466   90   93  105  178  114   147   

279  261  260  201  301  562  457  613  107  109  146  251  165   236   

304  571  516  347  368  545  1，010  1，097  20l  242  275  379  258   30】   

875  928  1，766  777  1，006  1，175  1，255  1，664  324  345  411  584  618   668   

564  654  928  720  1，025  1，405  1，687  1，925  39（〕  404  440  691  556   712   

722  1，023  1，565  34ミ〕  301  382  533  448   453   

1，789  1，752  3，483  1，553  1，820  2，656  3，903  3，670  59二三  739  1，011  1，328  1，174   1，327   

2，155  2，344  2，870  2，367  3，185  3，578  3，763  4，623  828  1，109  1，221  1，465  1，224   1，591   

5，191  5，396  9，778  7，116  8，316  9，742  10，084  11，289  2，372  2，506  2，809  3，602  2，881   2，995   

5，886  5，499  7，083  3，535  3，602  4，056  6，100  6，414  1，30t）  1，446  1，628  2，031  1，876   1，961   

613  543  819  542  735  884  921  1，114  207  232  308  367  369   33Jl   

430  303  252  263  342  375  474  494   97  ‖5  102  180  174   】87   

330  380  437  368  533  796  797  887  169  252  200  266  259   314   

219  169  204  145  230  227  297  387   71   91   82  143  128   144   

394  325  430  357  486  536  600  716  119  174  170  253  252   226   

1，062  1，097  1，582  1，106  1，295  1，437  1，755  2，663  399  511  634  1，119  662   970   

342  376  453  339  373  451  411  537  110  116  143  168  156   168   

1，271  1，337  1，925  1，387  1，705  2，063  2，423  2，896  637  743  701  815  881   896   

3，779  3，971  6，196  4，429  5，369  5，784  5，511  7，043  1，471  1，612  1，795  2，165  1，988   2，574   

518  470  591  464  523  571  612  884  152  22】  228  283  284   329   

341  318  390  376  430  582  963  598  140  116  170  172  163   202   

1，290  1，271  1，873  1，172  1，494  1，671  1，929  2，268  499  535  531  703  633   859   

5，763  5，295  7，682  5，802  6，840  7，110  8，58l  9，141  1，787  1，838  2，427  3，089  2，488   2，619   

2，275  2，380  4，486  2，317  2，469  2，968  3，370  乙710  531  568  791  820  826   769   

339  360  690  314  355  563  539  687  117  166  145  259  241   244   

249  259  369  248  274  258  309  347   87   77   91   92  106   114   

144  106  258  170  218  326  406  557   79  122  162  194  157   188   

140  148  222  182  153  183  196  346   46   68   97  135   92   116   

454  437  604  566  728  703  789  989  195  242  219  333  228   288   

1，034  1，123  1，170  875  1，113  1，247  1，535  1，876  314  367  371  824  481   683   

419  446  431  404  495  595  796  1，009  176  194  211  428  276   299   

236  270  287  233  337  322  405  516  107  131  122  156  167   206   

229  222  214  170  225  261  274  326   69   69   78  110   99   158   

457  452  403  437  544  704  868  l，073  193  282  249  349  278   420   

228  310  267  248  374  403  541  601  120  125  150  206  154   157   

2，236  乙241  2，90S  3，333  4，128  4，631  5，146  6，170  1，157  1，298  1，516  2，199  1，634   1，905   

462  472  517  435  608  877  1，113  1，186  265  265  251  405  181   271   

387  413  443  495  497  447  598  768  168  147  179  274  259   254   

528  619  785  655  869  1，141  1，405  1，626  316  344  440  526  517   548   

3（け  323  543  つ0〔1  404  415  539  631  118  159  17呂   22G  17∈；   207   

294  350  こう60  315  375  421  509  818  134  170  261  253  200   243   

280  326  282  258  334  420  604  9ユ4  ユ83  182  234  315  279   336   

G87  701  936  833  1，042  1，352  ］，930  2，547  628  519  662．  737  830   991   

i8，2］8  dS，751  69、りご5   リこう，ごほ7  56，」22  

（23．053：〉  r13，ヨ棉）   
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保健所等における相談件数  
（単位．件）  

年  平成18年  平成19年   

窮11！リ’l二期  第2四半期  第3四半期  節1闇半期    第Il！畔糊 第2四半期  
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3   345   76   71   84  114  94  107   

1   579   

4   1，356   

2   912  186  172  205  349    266  270   

2   286   

7   339   

0   729   

8   167   43   32   58   34  43  27   

4   2，420   

8   2⊥16   

2   849  243  193  197  216    252  243   

5   624   

3   566   

1   251   

4   527   

3   827  274  200  163  19n    390 715   

37，605  39，ヰ13  43，590  53，043    49J1325㌫008  
6   

173，051  
＿ 肝一 

平成11年  平成12  

都道府県       年間   
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北 海 道  2，261  2，30   

青 森 県  759  71   

岩 手 県  424  41   

宮 城 県  1，554  1，65   

秋 田 県  419  53   

山 形 県  521  63   

福 島 県  567  1，23二   

茨 城 県  1，602  1，74   

栃 木 県  1，238  1，44   

群 馬 県  1，490  1，49   

塙・玉 県  4，497  5，32   

千 葉 県  2，587  2，92   

東 京 都  】6，958  16，89   

神奈川県  9，657  9，08   
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保健所等におけるH王∨抗体検査件数  
昭和63年まで  

保健所における相談件数  
昭利63年まで  

エイズ患者・HIV感染者報告数  

エイズ患者報告数 中段Hl＞感染者報告数 下段エイズ患者・川∨感染者の合計＞  
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献血件数及びHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数  

陽性件数  

（）内女性  
献  血  件  数  ［］内核酸  10万件  

（検 査 実 施 数）   増幅検査  
のみ陽性   

件   件   件  

L年）  8，217，340   11（1）   0．134   

【年）   7，974，147   9（1）   0．113   

己4F）   7，876，682   13（1）   0．165   

年）   7，743，475   26（6）   0．336   

年）   8，071，937   29（4）   0．359   

年）   7，710，693   34（7）   0．441   

年）   7，205，514   35（5）   0．486   

年）   6，610，484   36（5）   0．545   

年）   6，298，706   46（9）   0．730   

年）   6，039，394   46（5）   0．762   

年）   5，998，760   54（5）   0．900   

）年）   6，137フ378   56（4）   0．912   

．年）   6，139，205   64（6）   1．042   

ヒ年）  5，877，971  67（1）  1．140  

［3］  

i年）  5フ774、269  79（1）  1．368  

一年）  5，784フ101  82（5）  1．418  

［2］  

；年）  5，621っ096  87（8）  1．548  

［2］  

i年）  5っ473，141  92（4）  1．681  

［2］  

7年）  5，320っ602  78（3）  1，466  

［2］  

；年）  4，987、857  87（5）  1．744   

）年）   2っ456フ788  40（1）  1．628   

十）   （速 報 値）   ［2］   

年  

19 87年  

1988年  
（昭和62  

（昭和63  

1989年 （平成  
1990年 （平成 2  

1991年 （平成 3  
1992年 （平成 4  

19 93年 （平成 5  

1994年 （平成 6  
1995年 （平成 7  

1996年 （平成 8  

1997年 （平成 9  

1998年  
1999年  

（平成10  

（平成11  

2000年  

2001年  

2002年  

2003年  

2004年  

2005年  

2006年  

（平成12  

（平成13  

（平成14  

（平成15  

（平成16  

（平成17  

（平成18  

（注1）・昭和61年は、年中途から実施したことなどから、3，146フ940件、  
うち、陽性件数11件（女性0）となっている。  

（注2）〕抗体検査陽性の血液は廃棄され、製剤には使用されない。  
・核酸増幅検査については、平成1  

（注3）0 平成19年は、1月～6甘までを  

年10月より全国的に実施している  

計した速幸糾直。   



平成19年8月7口  

第110回エイズ動向委員会の結果報告について  

1 本日の委員会では、平成19年4月2日から7月1日までの感染症法に基づく患者・感   

染者報告並びに、平成19年4月から6月末までの病変報告（任意報告）を解析した。  

2 今回報告された新規エイズ患者数（以下患者）は110件（前回81件、以下同じ）、新   

規HIV感染者数（以下感染者）は270（227）件であった。  

（1）感染経路別  

異性間の性的接触による患者38（25）件、感染者54（60）件、同性間の性的接触に   

よる患者45（25）件、感染者182（141）件、静江薬物濫用による感染者2（1）件、   

その他の原因による患者4（8）件、感染者3（6）件、原因不明の患者21（23）件、   

感染者31（19）件であった。  

（二2）性別  

男性患者103（73）件、感染者251（206）件、女性患者7（8）件、感染者31（21）   

件であった。  

（：∃）年齢別  

患者は20代7（11）件、30代35（27）件、40代31（18）件、50歳以上25（25）   

件、感染者は10代1（2）件、20代83（53）件、30代123（100）件、40代38（46）   

件、50歳以上25（26）件であった。  

（4）国籍別  

日本人患者87（68）件、感染者245（200）件、外国人患者13（13）件、感染者25   

（27）件であった。  

（上∃）感染地域別  

国内で感染した患者87（64）件、感染者252（194）件、海外で感染した患者16（10）   

件、感染者14（23）件、感染地域不明患者7（7）件、感染者4（10）件であった。  

（6）性的接触別、国籍別内訳   

ア．異性間性的接触の内訳  

患者38（25）件、感染者54（60）件のうち日本人男性は、患者30（15）件、  

感染者40（39）件、日本人女性は、患者2（4）件、感染者7（6）件であった。  

外国人男性は、患者5（3）件、感染者2（6）件、外国人女性は、患者1（3）件、  

感染者5（9）件であった。   

イ．同性間性的接触の内訳  

1こ）   



患者45（25）件、感染者182（141）件のうち日本人男性は、患者43（25）件、  

感染者175（132）件であった。  

外国人男性は、患者2（0）件、感染者7（9）件であった。  

（7）国籍別、年齢別内訳   

ア．日本人男性年齢別内訳  

患者92（64）件のうち20代7（6）件、30代30（20）件、40代31（14）件、50  

歳以上22（24）件であった。  

感染者237（189）件のうち、10代1（0）件、20代72（43）件、30代111（86）  

件、40代31（38）件、50歳以上22（21）件であった。   

イ．日本人女性年齢別内訳  

患者5（4）件のうち、20代0（1）件、30代0（2）件、40歳代1（1）件、50歳  

以上4件であった。 

感染者8（11）件のうち、10代0（1）件、20代3（4）件、30代3（3）件、40  

代1（0）件、50歳以上1（3）件であった。   

ウ．外国人男性患者年齢別内訳  

患者11（9）件のうち、20代0（3）件、30代5（3）件、40代5（2）件、50歳以  

上1（1）件であった。  

感染者14（17）件のうち、20代0（2）件、30代5（8）件、40代5（6）件、50  

歳以上1（1）件であった。   

エ．外国人女性患者  

患者2（4）件のうち、20代0（1）件、30代0（2）件、40代2（1）件であった。  

感染者11（10）件のうち、20代5（4）件、30代4（3）件、40代2（2）件、50  

歳以上0（1）件であった。  

（8）感染地域別、国籍別内訳  

ア．国内感染  

患者87（64）件のうち日本人男性が77（56）件、日本人女性が4（3）件外国人男   

性が4（2）件、外国人女性が2（3）件であった。  

感染者252（194）件のうち日本人男性が228（173）件、日本人女性が7（7）件、   

外国人男性が10（11）件、外国人女性が7（3）件であった。  

イ．海外感染  
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（10）件のうち日本人男性が9（3）件、日本人女性が1（1）件、外国人男  

件、外国人女性0（1）件であった。   

感染者14（23）件のうち日本人男性が6（8）件、日本人女性が3（3）件、外国人  

男性が4（6）件、外国人女性が4（6）件であった。  

3 任意報告より  

（1）キャリア等からエイズ患者になったとの報告は3（0）件であった。  

（2）患者・感染者の死亡は、AIDSが原因は6（2）件、それ以外は3（0）件であった。  

1ユ   



4 検査・相談件数   

平成11〕年4月から 6月末までの保健所等におけるHIV抗体検査件数は37，143  

（33，148二）件、うち自治体が実施する保健所以外の検査件数は7，029（6，840）件、保健   

所における相談件数は51，988（49，132）件であった。  

5 献血によるHIV陽性件数   

平成19年1月から6月末までの献血件数2，456，788件（速報値）のうち、IlIV陽性   

件数は40件であった。  

1云   



平成19年8月 7日  

委員長コ メ ント  

【平成19年第2四半期】  

1今回の報告期間は平成19年4月2日から平成19年7月1日までの3か月である。法  
定報告に基づく新規HIV感染者報告数は270件（うち男性251件、女性19件。前回報   

告227件、前年同時期248件）で、過去最高である。   

一方、新規AIDS患者報告数は110件（うち男性103件、女性7件。前回報告81   

件、前年同時期106件）で過去2位である。   

2 感染経路別に見ると、新規HIV感染者では同性間性的接触によるものが182件（全   
HIV感染者報告数の約67％）と最も多く、そのうち175件が日本国籍男性であった。   

また、異性間性的接触による新規感染者報告数は54件（全HIV感染者報告数の   

20％、うち男性42件、女性12件）である。   

一方、新規AIDS患者では同性間性的接触によるものが45件（全AIDS患者報告   

数の約41％）、異性間性的接触によるものが38件（全AIDS患者報告数の約35％、   

うち男性35件、女性3件）である。   

年齢別では、新規HIV感染者は20～30代が多数（約76％）を占め、新規AIDS   

患者は30～50代と広く分布している。   

要約すると、感染者・患者とも92％以上を男性が占め、その中でも同性間性的接触に   

よる感染が約60％を占めている。   

3 平成19年4月～6月末までの保健所におけるHIV抗体検査件数は30，114件、自治   

体が実施する保健所以外の検査件数は7，029件、保健所等における相談件数は52，008件   

となっており、いずれも前年同時期より大幅に増加した。   

4 平成19年1月から6月までの献血件数（速報値）は2，456，788件（前年同時期速報値   

2，480，063件）で、そのうちHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数は40件（前年同時期速   

報値48件）であった。10万件当たりの陽性件数は1．628件（前年同時期速幸剛直1．935   

件）で、前年より減少した。．   

5 新規HIV感染者報告数を感染経路別に見ると、男性同性間性的接触は依然半数を超   
えている。また年齢別では、20～40代にHIV感染が広がっているものの、前年と比べ   

て40代以上のAIDS患者の増加傾向を認めた。また、検査・相談件数の増加につい   

ては、昨年のHIV検査普及週間及び世界エイズデー期間前後に大幅に増加した後も高   

い水準で維持したまま、2回目となった本年のHIV検査普及週間前後にさらに大幅に   

増加した。HIV検査普及週間に限れば、平成17年同時期と比較すると検査件数が約   

2．7倍、相談件数が約2．1倍と大きく伸びているだけでなく、6月の月間検査件数、   

相談件数は昨年大きく伸びた12月の検査件数よりも上回っている。これらのことを合   

わせて考えると、利用者の利便性に配慮した検査・相談事業による検査体制の整備につ   
いて一定の成果が認められる。  

1畠   



一方で、検査・相談件数が減少に転じている自治体もあり、今後も全国的に検査・相   

談件数の増加傾向が持続するのか注視していく必要がある。   

6 各自治体においては保健所等を中心に、さらに利用者の利便性（夜間・休日・迅速検  

査）に配慮した検査・相談事業を推進し、予防に関する普及啓発に努めることが重要で   

あり、IlIV感染の早期発見による適切な治療の促進と感染拡大の抑制に努める必要が   

ある。検査件数の増加に伴いHIV感染者・エイズ患者の報告が増加していることから、   

地域の実情に応じて告知後の支援・相談及び医療提供体制の更なる充実を図ることが急   

務である。   

また、国民はHIV・AIDSについての理解を深め、身近な問題として積極的に予  

防に努めるべきである。早期発見は、個人においては早期治療、社会においては感染の  

拡大防止に結びつくので、HIV抗体検査・相談の機会を積極的に利用していただきた   

い。  

1息   
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【相談】  
（件）  

※「重点」：特に感染者一恵者の多い‾10都道府県（茨城県、埼玉県、干葉県、東京都、神奈川県、山梨県、  
長野県、愛知県、大阪府、沖縄県）の合計  
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H亙V検査u相談件数の四半期別推移  
（平成ヨ卑年第『四半期㈲平成19年第2四半期）  

監検査ヨ  

【相談】  

1皇   



保健所等訂≡お抒る検査実績 関学期別田年別比鮫  

四半期ごとの年別推移  

一■・・平成14年ヰ平成15年＋平成16年■紺傘Ⅲ平成17年－ぢト・平成18年∴☆L平成19年   

10，000   
1月～3月   4月～6月  7月～9月  10月～12月   

一■■一平成14年   13，546   13，936  15，281  18，889   

司トー平成15年   17，900   19，626  17，851  20，162   

－・－平成16年   20，165   18，574  21．713  28，552   

加・－か湘平成17年   25，000   20，800  24，700  29，787   

一■諷・・・平成18年   23，804   25，985  29，312  37，449   

－平成柑年   33，148   37，143  

年別四半期実績の推移  

帥10月～12月  
40，000  

35，000  

30，000  

25，000  

20，000  

15，000  

10，000  
平成14年  平成15年  平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  

＋1月～3月   13，546   17，900   20，165   25，000   23，804   33，148  

♯4月～6月   13，936   19，626   18，574   20，800   25，985   37，143  

一－7月～9月   15，281   17，851   21，713   24，700   29，312  

づト・10月～12月   18，889   20，162   28，552   29，787   37，449  

】1－   



墓相諾意者報告割合の緒移  

過去10カ年（確定値）の推移  

ヰ5〔）00  

40000  

′う50ロり  

封十照一J  

㌍汗畑  

平成16年以降四半期別（速報値）の推移  

ロエイズロHIV麻割合  

j．・   



第110回エイズ動向委員会  関連記事   

平成19年8月8日（水）朝刊  
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